
剛
情
張
大
太
鼓

剛
情
張
大
太
鼓

　昨
年
末
か
ら
名
実
共
に
大
き
な
財

産
で
あ
る
、
剛
情
張
大
太
鼓
を
ど
う

に
か
活
用
で
き
な
い
か
と
委
員
会
内

で
会
議
を
重
ね
、
様
々
な
案
を
考

え
、
各
所
に
相
談
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り

の
合
同
運
行
に
出
陣
さ
せ
る
の
は
、

一
番
困
難
で
や
め
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

太
鼓
の
叩
き
手
の
確
保
、
練
習
方

法
、
太
鼓
の
張
り
方
、
操
縦
、
不
具

合
箇
所
の
修
繕
と
出
陣
さ
せ
る
の
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

多
く
、
大
太
鼓
の
出
陣
に
関
わ
っ
た

事
の
な
い
我
々
が
運
行
さ
せ
る
の
は

危
険
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
頂
き
、
８

月
１
日
無
事
に
出
陣
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
太
田
市
新
田
商
工
会

青
年
部
、
斜
里
青
年
会
議
所
と
当
会

の
友
好
団
体
の
仲
間
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
頂
け
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
本
事
業
を
や
り
遂
げ
る

事
が
出
来
た
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ち
び
っ
子
ね
ぷ
た
の
お
通
り
だ
い

ち
び
っ
子
ね
ぷ
た
の
お
通
り
だ
い

　当
日
は
観
測
史
上
他
に
類
を

見
な
い
程
の
猛
暑
が
続
き
、
日

本
全
国
熱
中
症
で
倒
れ
る
方
が

多
く
出
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
33
回
を
迎
え
る
ち
び
っ

子
ね
ぷ
た
で
も
、
園
児
へ
の
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
出
陣
を
見

送
っ
た
団
体
も
あ
り
、
今
年
は

３
団
体
で
の
出
陣
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
体
調
を
崩

す
園
児
も
い
な
く
、
楽
し
そ
う

に
運
行
し
て
い
る
姿
を
拝
見

し
、
参
加
し
た
園
児
に
素
晴
ら

し
い
思
い
出
を
作
る
事
が
で
き

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
津
軽
地
区
大
会

わ
ん
ぱ
く
相
撲
津
軽
地
区
大
会

　５
月
20
日
に
つ
が
る
地
球
村

の
相
撲
場
で
第
34
回
わ
ん
ぱ
く

相
撲
津
軽
地
区
大
会
を
五
所
川

原
青
年
会
議
所
と
の
共
催
で
、

開
催
し
ま
し
た
。

　当
日
は
肌
寒
い
天
候
で
は
あ

り
ま
し
た
が
土
俵
上
で
は
出
場

全
選
手
28
名
に
よ
る
、
力
の
こ

も
っ
た
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
客
席
か
ら
は
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
大
会
は
小
笠
原
広
祐
君
、

岡
崎
良
太
郎
君
、
松
野
将
太
君

が
優
勝
し
、
全
国
大
会
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。

新加入会員新加入会員

地区大会全国大会開会式

　今回で６回目を迎えるCross.Sは、世界
自然遺産白神山地の恩恵と、弘前市の自然
や文化の魅力を“音楽・食・クラフト”を
通じて市民や県外から訪れる人々へ伝え発
信し忘れ難い思い出の地としての魅力を感
じ、地域の人々が育まれた歴史や文化など
に更なる誇りや愛着が持てる事業です。私
た ち は 、 こ の よ う な 想 い を も っ て
『Cross.S ～音×食×クラフト フェス
ティバル～』を開催したいと思っていま
す。
　また今回のCross.Sでは弘前JCでは初め
てクラウドファンディングを活用しており
ます。今後自走していくために資金調達は
もちろん弘前青年会議所としてどのような
活動をしている団体なのかも含め広く情報
を発信して行くことに挑戦しています。是
非応援して頂ければ幸いです。

Cross.S

篠原　典孝成田　智崇石山　瑠衣 成田　陽光
３月入会

ローソン弘前国吉店
４月入会
弘前卍蘭々

４月入会
文ちゃんらーめん

４月入会
明治安田生命保険相互会社

５月入会
㈱成田農産

馬場　和平
４月入会
弘前市役所

船水　直子

杉本　　藍木村　真悦村山　大輔
６月入会
スナックwith

６月入会
イマジン㈱

弘前パークホテル

７月入会
キムズガレージ

７月入会
㈱ソフトキャンパス

石戸谷春菜
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　重要文化財での例会場所の選定等により、38名の参加で心理
ゲームを用いて、自分を知り、また相手を知る事により、会員同士の
絆や親睦を深めながら、互いに成長する事を学びました。
　会員の人達から、『重要文化財に初めて入った』『なかなかできない
経験だった』等、いろんな意見をもらい、実施した甲斐があり、自分に
とっても成長に繋がる事が出来ました。

　６月７日にホテルニューキャッスルにて６月例会を開催しました。
　６月は次年度の理事候補者を決める選挙例会が行われ１３名が選
出されました。
　開票中に今年度の各委員会の活動内容を知ることを目的とした委
員会ムービーを上映し、各委員会の代表者がメンバーに向けて今後
の活動についての意気込み・想いの発表を行いました。

　7月例会では、講師に社労士の川村啓之先生を招いてハラスメン
ト対策について学ぶ例会を行いました。講演の中では具体的な事例
をあげながら、どのような事がハラスメントに繋がるかや、経営者・
リーダーとして注意すべき点をお話いただきました。
　変わりつつある人間関係の在り方について学ぶことができた内容
となりました。

第100回
通 常 総 会

４
月
例
会

５
月
例
会

６
月
例
会

８
月
例
会

７
月
例
会

全
国
城
下
町

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　﹇
島
根
県
松
江
市
﹈

　全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
松
江
大
会
に
て
、
交

流
都
市
提
携
を
結
ん
で
い

る
松
本
J
C
と
、
二
日
間

に
わ
た
り
意
見
交
換
や
合

同
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
等
を
開

催
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
出

展
で
は
お
互
い
の
地
元
の

食
材
を
活
か
し
、『
お
ご
っ

つ
ぉ
け
や
ぐ
鍋
』
と
い
う

鍋
を
共
同
で
作
成
し
、
交

流
や
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

共
に
鍋
を
囲
む
け
や
ぐ
を

作
れ
て
、良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　7月30日のブロック大会にてアカデミー
大学閉校式を実施し、まだJCCUP青森県予
選会、東北青年フォーラムinMISAWAでの
ウェルカムレセプションといった担いが
残っているものの、2018度のアカデミー大
学に一区切りがつきました。
　開校式、4つの講座、閉校式と、入会間もな
い県内各LOMの塾生に対して学びの場を
提供しましたが、塾生の成長に直接的に繋
がったかと言われると現段階では何とも言
えませんが、成長に対する「きっかけ」と、か
けがえのない「交流」という2つの要素は塾
生へ提供出来たと考えております。

　成長に対する「きっかけ」はJAYCEE、社
会人としてのこれからの考え方や、動き方
の参考として自らの成長に繋げていって欲
しいと考えております。
　かけがえのない「交流」についても
JAYCEEや、社会人のみならず、一生の財産
として大事にしていって欲しいと考えてお
ります。
　跳び箱をうまく跳ぶコツの1つとしてロ
イター板（踏切板）を勢いよく踏み切るとい
うのがあります。アカデミー大学とはその
ロイター板と同じ役割です。
　塾生の更なる飛躍を期待しております。

A
S
P
A
C

鹿
児
島
大
会

﹇
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
﹈

　A
S
P
A
C
鹿
児
島
大
会

で
は
、
各
国
の
グ
ル
メ
、
文

化
や
音
楽
、
ト
レ
ン
ド
を
体

験
で
き
、
国
際
交
流
を
深
め

る
イ
ベ
ン
ト
や
ご
当
地
の
飲

食
ブ
ー
ス
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
J
A
P
A
N
ナ
イ
ト
で

は
、「
縁
日
」
が
テ
ー
マ
で
し

た
。
私
達
弘
前
Ｊ
Ｃ
の
ブ
ー

ス
は
、
ね
ぷ
た
祭
り
、
桜
祭

り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
設
営

し
、『
嶽
き
み
』
を
6
0
0
本

配
っ
て
、
弘
前
を
各
国
の
人

達
に
P
R
す
る
事
が
出
来
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
森
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　　﹇
青
森
県
八
戸
市
﹈

　八
戸
の
地
に
て
県
内
８
Ｌ

Ｏ
Ｍ
が
集
結
し
、
青
森
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　工
藤
順
敬
塾
長
の
集
大
成

で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
大
学
閉

校
式
や
、
衆
議
院
議
員
で
あ

る
石
破
茂
氏
や
、
星
野
リ

ゾ
ー
ト
の
佐
藤
大
輔
氏
等
の

講
演
が
あ
り
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

大
懇
親
会
で
は
、
全
国
大
会

を
開
催
し
た
八
戸
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
、
親
睦
を
深
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

津
軽
藩
士
殉
難
慰
霊
祭

し
れ
と
こ
斜
里
ね
ぷ
た

　﹇
北
海
道
斜
里
町
﹈

　7
月
27
日
、
弘
前
と
の

友
好
都
市
盟
約
35
周
年
と

な
る
北
海
道
斜
里
町
に
て
、

第
46
回
津
軽
藩
士
殉
難
慰

霊
祭
及
び
第
36
回
し
れ
と

こ
斜
里
ね
ぷ
た
に
参
加
致

し
ま
し
た
。
津
軽
藩
士
を

大
事
に
思
っ
て
く
だ
さ
る

斜
里
の
皆
様
の
お
気
持
ち

が
尊
く
、
ま
た
、
弘
前
か

ら
伝
わ
っ
た
ね
ぷ
た
が
独

自
の
進
化
を
遂
げ
て
し
っ

か
り
と
斜
里
の
地
に
根
付

い
て
い
ま
し
た
。

サ
マ
ー

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　﹇神
奈
川
県
横
浜
市
﹈

　7
月
21
・
22
日
、
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
に
て
開
催
さ

れ
た
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
2
0
1
8
に
参
加
し

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
当
会
輩
出
の
副
会
頭

清
藤
洋
介
君
が
全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
同
志
に
向

け
て
堂
々
と
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
、
そ
の
後
様
々
な

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
日
本
J
C

各
会
議
・
委
員
会
の
政
策

が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
盛
大
に
発
信
さ
れ
ま

し
た
。

会
頭　公

式
訪
問

　4
月
13
日
八
戸
に
て
公
益

社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

第
67
代
会
頭
池
田
祥
護
君
が

青
森
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
へ
会

頭
公
式
訪
問
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
日
本
J
C
が

各
地
域
へ
発
信
す
る
運
動
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
、
J
C
と

は
な
ん
な
の
か
？
自
分
に

と
っ
て
の
J
C
と
は
な
ん
の

か
？
を
突
き
詰
め
、「
和
」

の
精
神
性
が
導
く
　愛
と
希

望
溢
れ
る
国
　日
本
の
創
造

へ
む
け
て
の
運
動
を
発
信
さ

れ
ま
し
た
。

アカデミー大学

２０１８年度　平成まんじ札
　今年度で7年目を迎える「平成まんじ札」
を今年も実施致しました。駅前から土手町、
市役所だけでなく、城東方面でも実施し、50
店舗と配布先を増やすことで、より広く弘
前の街並みを知って貰えるようにエリアを
広げました。
　開催期間は、小学校の夏休みに合わせて、
7月21日（土）～8月23日（木）まで実施しま
した。

　先着100名には記念品として特製のたか
丸くん木札を準備し、収集意欲を高めるよ
うに配慮いたしました。8月2日でシリアル
ナンバー入りのたか丸くん木札がなくなり、
人気が高かったことを嬉しく思いました。
　また、過去に記載いただいたアンケート
から、収集キットは参加者全員が受け取れ
るよう用意し、 集めた札を想い出として保
管できるように設えました。

青森を牽引する人財育成委員会委員長兼塾長
工藤　順敬

　４月例会では自己管理能力を向上させる目的で、講師に安藤奈津
子氏を迎えヨーガで健康管理能力を高める例会を開催いたしまし
た。
　普段体を動かく機会が少ない会員が多い中、参加した会員は真剣
にそして必死にヨーガを体験し健康への意識を向上していました。

　今年度は、普段出向しない会員や太田市に行った事が無い会員等
にも参加しやすい事業として例会を行いました。感謝とおもてなしの
心や、けやぐとして仲間づくりに重点を置きました。22名の会員に参
加してもらい、皆さんからは、『行ってみて、良かった』『行かないと分
からないの意味が分かった』『また、来年も行きたい』という言葉が聞
けて、非常に楽しい例会になりました。

　２０１８年８月９日（木）土手町コ
ミュニティーパークにて記念すべ
き第100回通常総会とOB・特別会
員・現役交流会が行われました。
　第100回通常総会では2019年
度理事長候補者に秋元駿一君と
2019年度監事候補者に工藤順敬
君が無事承認され、新たな船出の
準備がはじまりました。
　交流会では多くの諸先輩方とカ
ツカレーを一緒に食し、歴代の事業
の展示に囲まれてJCの歩みについ
て語りあうことができました。また
次の100回に向けて、気持ちを新
たにできた会となりました。


